課題研究入門（１）　　　　　　　　　　　　　　　２年　　　組　　　番　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　班　（共同研究者）　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　
研究の目的：　豆乳を加熱すると、その表面に湯葉（ゆば）ができる。このとき、加熱する時間を変えると湯葉の量がどのように変化するかを調べる。
準　備：　ガスバーナー、加熱台、加熱プレート、ビーカー｛300mL（１）、100mL（1）｝、デジタル温度計、ストップウォッチ、ピンセット、はさみ、電子天秤（てんびん）、プラスチック薬皿（６）、ろ紙、デジタルカメラ、無調整豆乳（30ｍＬ）
方　法：
（１）　300mLビーカーに水道水を150mLほど入れ、加熱装置に載せる。

（２）　100mLビーカーに豆乳を30mLほど入れ、（１）の300mLビーカーの中で湯煎（ゆせん）にする。

（３）　デジタル温度計のセンサーを（１）の300mLビーカーの水（湯）の中に差し込み、湯煎の温度が測定できるようにする。

（４）　湯煎の温度は100℃とし、常にこの温度を維持する。
※　最初に加熱するときは強火でよいが、100℃になる少し前からは炎を弱火にする。100℃より高い温度になったらバーナーを引き出し、100℃より低い温度になったらバーナーを加熱装置の下に入れて、できるだけ一定の温度（100℃）を維持できるよう注意深く調節する。
※　バーナーの炎の強さは、加熱装置から引き出したときに調整する。
（５）　100℃になったら豆乳の表面に薄い膜状の湯葉ができて[image: image1.jpg]


いるから、その表面をピンセットでそっとつまんでゆっくり引き上げる。この、初めてできた湯葉は捨てる。

（６）　その後、豆乳の入った100mLビーカーの中にピンセットを差し込んで、豆乳全体をよく混ぜる。混ぜ終わったらすぐにストップウォッチをスタートさせ、同時に湯煎の温度を記録する。
※　ビーカーの中をかき混ぜるのは、測定開始より前に余計な湯葉ができないようにするためであるから、混ぜるのを終えたらすぐにストップウォッチをスタートさせる。
（７）　１分ごとに湯煎[image: image2.jpg]


の温度を記録し、１分単位で湯葉ができているかどうかを確認しながら、湯葉ができていたらその表面をピンセットでそっとつまんで引き上げる。

※　湯葉ができているかどうかは、ピンセットで豆乳の表面を軽くつつくことにより確認できる。

（８）　引き上げた湯葉を ろ紙 に軽く触れ、湯葉の先端部分の液体を ろ紙 に吸い取らせて除く。この湯葉を、電子天秤にのせたプラスチック薬皿の中にあけ、その質量を測定する。
※　湯葉の先端を ろ紙 に強く押し付けると湯葉が ろ紙 にくっついてしまうので、湯葉の先端部分の「液体」だけを ろ紙 に吸い取らせるようにする。
※　前もって、プラスチック薬皿を電子天秤にのせ「ＴＡＲＥ」のボタンを押しておく。こうすると質量の表示が 0.00g になり、プラスチック薬皿にのせた湯葉の質量だけを測定することができる。
（９）　（６）～（８）を繰り返し、そのたびにストップウォッチを新たにスタートさせ、同時に湯煎の温度を記録する。また、１分ごとに湯煎の温度を記録する。
（10）　湯煎の時間を１分～６分の間でいろいろに変え、湯煎の時間（加熱時間）と取り出した湯葉の質量との関係を調べる。
後始末：

残った豆乳は、指示された容器に廃棄する（流しに捨てないこと）。100mLビーカーの内側にこびりついた豆乳（湯葉）は、ろ紙でこすり落としてから水洗いする。

留意事項：
はじめに作業分担を決めておく。人数が少ない場合には、（Ｃ）の担当者が（Ｂ）を兼ねる。
（Ａ）　湯葉を取り出してその質量を測定する人。操作全般を担当する。
（Ｂ）　カメラで記録を撮る人。実験装置、実験の方法、実験で用いた材料、実験の結果できたものなど、あらゆるものを写真に記録する。写真の背景に人の顔が写らないように注意する。
（Ｃ）　ストップウォッチで時間を確認しながら、１分ごとの湯煎の温度を記録する人。他の人たちに経過時間を知らせ、作業のタイミングを指示する。
（Ｄ）　温度計を注視して、湯煎の温度を100℃に維持するためにバーナーを出し入れする人。今回の実験は、湯煎の温度を一定に保つことがきわめて重要。
結　果：　１分ごとの湯煎の温度と、取り出した湯葉の質量を記録する。
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処　理：
（ａ）　実験結果をレポートにまとめる。ワードプロセッサ（Microsoft Word）を使って、Ａ４縦長用紙、横書き、左綴じのレポートにする。

（ｂ）　レポートには、表題（下部に各自の氏名、および共同研究者の氏名）、目的、準備、方法、結果、考察、反省、感想などを書く。
（ｃ）　レポートには、必ず写真を入れる（できるだけ多く）。写真の説明も書く。
（ｄ）　レポートには、必ず表を入れる（実験結果を表にまとめる。上の「結果」の表を利用する）。自分たちの班の実験データを用いるのが原則であるが、今回は２年生２クラス全体の実験データのうち、自分のレポートに必要なものを使用してよい。
（ｅ）　レポートには、必ずグラフを入れる（加熱時間と湯葉の質量との関係をグラフに表す）。Wordのグラフ機能を使用し、（ｄ）で作成した表をもとにしてグラフを描く。
（ｆ）　レポートのファイルは、決められたフォルダに保存しておく。プリントアウトする必要はない。

